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雨
に
紫
陽
花
の
花
が
鮮
や
か
に
映
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に

は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
同
窓
会
活
動

に
多
大
の
ご
尽
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
平
成
十
九
年
十
月
に
は
大
学
二

十
六
期
の
濱
田
傑
先
生
が
近
畿
大
学

医
学
部
歯
科
口
腔
外
科
の
初
代
教
授
に

ご
就
任
さ
れ
、
祝
賀
会
を
ヒ
ル
ト
ン
大

阪
で
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

蔽
帳
歯
淀
よ
つ

会
長
挨
拶

九
州
歯
科
大
学
大
阪
府
同
臺
窓
会

会
長
山
本
充
・
彦

し
た
。
本
部
か
ら
も
松
延
会
長
、
豊
永

専
務
、
武
井
常
務
の
諸
先
生
方
に
ご
臨

席
の
栄
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。
近
畿
圏
で
は
大
阪
大
学
の
丹

羽
均
教
授
、
和
歌
山
医
大
の
藤
田
茂

之
教
授
に
次
い
で
同
窓
か
ら
三
人
目
の

教
授
誕
生
で
会
員
に
と
っ
て
誇
り
に
思

う
嬉
し
い
出
来
事
で
し
た
。
平
成
二
十

年
度
は
七
月
十
二
日
（
土
）
に
近
畿
・
北

陸
地
区
連
合
会
の
総
会
と
学
術
講
演
会

を
大
阪
府
の
担
当
で
開
催
す
る
予
定
で

す
。
講
師
に
は
本
学
泌
期
で
高
名
な
歯

周
病
専
門
医
の
弘
岡
秀
明
先
生
を
お
迎

え
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参

集
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
各
地
区
同
窓
会
で
は
新
し
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窓
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り
が
ど
ん
な
に

心
を
ゆ
っ
た
り
と
さ
せ
、
病
気
の
勢
い

を
少
し
止
め
て
い
る
か
を
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
会
長
三
期
目
の
ラ
ス
ト
ラ
ン

で
す
が
、
同
窓
会
の
充
実
の
た
め
に
会

員
諸
兄
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

い
会
員
登
録
が
進
ま
ず
苦
慮
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
大
阪
府
で
は
未
入
会

者
対
策
委
員
会
の
ご
努
力
で
十
名
の
先

生
方
が
ご
入
会
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
こ
と
に
喜
ば
し
く
、
今
後
も

新
入
会
員
の
登
録
増
大
に
向
け
て
地
道

な
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
現
在
療
養
中
の
身
で
す
が
、
同
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１１皆雨すいの定のたさす当そつう意頃カミま生歯 石
油
の
値
上
が
り
ば
か
り
で
な
く
、

歯
科
用
金
属
、
食
料
品
な
ど
あ
ら
ゆ
る

生
活
必
需
品
が
高
騰
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
を
象
徴
す
る
漢
字
の
「
偽
」

が
、
今
年
も
幅
を
利
か
せ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

我
々
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
、
誠

意
と
か
思
い
や
り
と
か
正
直
な
ど
と
い

う
単
語
が
、
世
間
で
は
通
用
し
な
く
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
周
囲
が

そ
う
で
あ
っ
て
も
、
ひ
と
り
歯
科
医
が

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
こ
な

す
こ
と
が
原
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
そ
の
上
で
普
通
に
食
べ
て
い
け

た
ら
歯
科
医
冥
利
に
つ
き
る
と
い
う
も

の
で
し
ょ
う
。

四
月
の
改
定
は
、
久
々
の
プ
ラ
ス
改

定
で
し
た
が
、
吉
と
出
る
か
否
か
は
個
々

の
努
力
だ
け
で
は
い
か
ん
と
も
し
が
た

い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
砂
漠
化

す
る
こ
の
業
界
に
多
少
な
り
と
も
恵
の

雨
た
ら
ん
事
を
祈
念
し
つ
つ
、
同
窓
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

罐
-－（

広
報
上
崎
秀
美
）

－－－

春

蔽
帳
露
淀
よ
う
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九
州
歯
科
大
学
妬
期
卒
業
の
濱
田

傑
先
生
の
近
畿
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔

外
科
学
講
座
教
授
就
任
の
祝
賀
会
が
、

大
阪
府
同
窓
会
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

同
窓
総
勢
四
十
九
名
が
出
席
し
、
盛
大

な
祝
賀
会
と
な
っ
た
。

長
崎
専
務
理
事
の
司
会
で
会
は
進
め

ら
れ
、
村
尾
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞

で
始
ま
り
、
続
い
て
山
本
会
長
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。
挨
拶
の
中
で
会
長
ご
自
身

が
九
州
歯
科
大
か
ら
阪
大
大
学
院
へ
進

ん
だ
第
一
号
で
あ
っ
た
事
、
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
九
州
歯
科
大
か
ら
阪
大
大
学

院
に
進
む
同
窓
が
増
え
た
事
、
濱
田
先

生
も
九
州
歯
科
大
を
卒
業
後
優
秀
な
成

績
で
阪
大
大
学
院
に
合
格
し
進
ま
れ
た

こ
と
を
話
さ
れ
た
。

会
長
挨
拶
に
続
き
松
延
九
州
歯
科
大

学
本
部
同
窓
会
会
長
、
高
田
九
州
歯
科

大
学
近
畿
北
陸
地
区
連
合
会
会
長
、
藤

田
和
歌
山
県
立
医
大
歯
科
口
腔
外
科
教

濱
圃
傑
先
生

教
授
就
任
記
念
祝

場
所
ヒ
ル
ト
ン
大
阪
真
珠
の
問

日
時
平
成
旧
年
扣
月
加
日
（
土
）
午
後
６
時

幾
大
学
の
歴

史
」
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
近
畿

大
学
の
成
り

立
ち
に
は
じ

ま
り
、
口
腔

科
か
ら
歯
科

口
腔
外
科
に

な
っ
た
経
緯
、

現
在
の
研
究

と
成
果
に
つ

授
、
丹
羽
大
阪
大
学
歯
科
麻
酔
学
教
授

以
上
四
名
の
来
賓
の
先
生
か
ら
濱
田
先

生
の
今
後
の
御
活
躍
を
期
待
す
る
祝
辞

が
あ
っ
た
。

そ
の
後
大
阪
府
同
窓
会
相
談
役
の
古

庄
先
生
の
ご
発
声
に
よ
り
乾
杯
が
行
わ

れ
歓
談
と
な
っ
た
。

歓
談
の
合
間
に
濱
田
先
生
に
よ
る
「
近

い
て
丁
寧
に
話
さ
れ
た
。

そ
の
後
こ
の
祝
賀
会
に
か
け
つ
け
た

先
輩
、
同
期
生
、
後
輩
の
先
生
方
か
ら

の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

会
も
盛
り
上
っ
た
所
で
山
本
会
長
よ

り
濱
田
先
生
に
記
念
品
並
び
に
花
束
の

贈
呈
が
あ
っ
た
。
続
い
て
濱
田
先
生
よ

り
謝
辞
が
あ
り
、
阪
大
歯
科
口
腔
外
科

の
後
輩
の
岡
谷
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で

会
は
盛
会
の
中
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

病
院
歯
科
口
腔
外
科
は
不
採
算
部
門

と
い
う
事
で
切
り
捨
て
ら
れ
る
中
、
新

た
に
歯
科
口
腔
外
科
の
講
座
が
設
置
さ

れ
る
と
い
う
事
は
い
い
意
味
で
時
代
の

流
れ
に
逆
行
す
る
事
で
こ
れ
は
ひ
と
え

に
濱
田
先
生
の
真
面
目
な
人
柄
と
地
道

な
努
力
の
賜
物
と
来
賓
の
先
生
や
祝
辞

■

巴

ロ

Ｉ蒲
Ｉ P字

を
述
べ
ら
れ
た
先
生
方
の
共
通
す
る
話

だ
っ
た
。

濱
田
先
生
の
今
後
の
更
な
る
ご
活
躍

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
卵
期
東
昭
平
）

■
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会
に
先
立
ち
三
時
か
ら
役
員
会
が
始

ま
る
。

例
年
日
曜
日
の
昼
か
ら
始
ま
る
の
で

み
ん
な
疲
れ
が
取
れ
て
の
ん
び
り
し
た

顔
を
し
て
い
る
。

長
崎
三
男
専
務
理
事
か
ら
大
阪
担
当

の
近
畿
北
陸
地
区
総
会
の
準
備
の
話
が

進
む
。

学
術
講
演
会
に
ペ
リ
オ
で
弘
岡
先
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
梅
田
駅
前
の
丸

ピ
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

御
参
加
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
一
一
十
年
社
係
議
習
会
ｄ
新
年
会

日
時
平
成
加
年
１
日

場
所
鳥
よ
し

『
大
阪
府
同
密
噌
邑
新
年
角
雪

く
。
前
回
の
医
療
費
引
き
下
げ
千
二
百

億
円
の
う
ち
七
百
億
円
を
歯
科
が
負
担

し
た
そ
う
だ
。

以
下
点
数
算
定
の
話
。
（
メ
モ
し
て

お
く
よ
う
に
）
六
ヵ
月
し
た
ら
パ
ノ
ラ

マ
撮
影
し
よ
う
。
伝
麻
算
定
し
ま
し
ょ

う
。
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
別
に
し
て

自
費
の
説
明
は
し
よ
う
。
き
れ
い
で
な

く
て
い
い
か
ら
口
腔
内
写
真
を
撮
影
し

よ
う
。

五
時
か
ら
お
ま
ち
か
ね
新
年
会
、
い

つ
も
よ
り
だ
い
ぶ
参
加
人
数
が
多
い
。

』
極
い
て

大
阪
府
歯

科
医
師
会

の
学
術
担

当
、
近
森

信
人
理
事
一

を
お
招
き

し
て
今
回

の
診
療
報

酬
改
定
の

お
話
を
閏

」

で
な
ど
お
』

、
日
（
日
）
午
後
３
時

表
現
や
な

あ
）
を
し

て
い
た
だ

い
た
。

以
下
記

憶
に
残
っ

た
話
を
書

き
出
し
た
。

泥
棒
に

入
ら
れ
た

が
保
険
会

山
本
会
長
。
医
科
は
咽
に
使
う
テ
フ

ロ
ン
膜
を
使
う
な
ど
先
端
技
術
が
健
康

保
険
に
入
っ
て
き
て
い
る
。
歯
科
の
Ｇ

Ｔ
Ｒ
は
同
じ
よ
う
に
膜
を
使
う
の
に
な

か
な
か
は
入
っ
て
こ
な
い
。
も
っ
と
歯

医
者
は
生
き
方
上
手
に
な
ら
ん
と
い
か

ん
（
《
注
》
四
月
一
日
よ
り
、
や
っ
と

保
険
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
）
と
御
自
身

の
経
験
を
も
と
に
お
話
が
あ
っ
た
。
今

回
は
参
加
者
全
員
に
近
況
報
告
（
古
い

五
時
か
ら
副
期
の
若
手
の
先
生
が
来

て
く
れ
た
。
初
参
加
が
五
名
。

会
場
が
狭
い
の
で
映
画
で
見
た
中
国

か
ら
の
密
航
船
の
船
底
み
た
い
に
人
が

ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
て
会
場
が
一
杯
に
な
る
。

役
員
だ
け
参
加
み
た
い
な
時
も
ひ
な
び

た
感
じ
で
い
い
が
、
た
く
さ
ん
集
ま
る

と
活
気
が
あ
っ
て
め
ち
や
楽
し
い
。

灘識曇
鷺

-コ

一iＬｊ
Ｌ■

薊

社
の
ほ
う
か
ら
防
犯
グ
ッ
ズ
代
二
十
方

払
う
と
一
一
一
一
弓
て
き
た
。

健
康
食
品
で
老
眼
が
治
っ
た
（
ぼ
ん

ま
か
な
）
。

車
が
誰
か
に
壊
さ
れ
た
が
保
険
会
社

か
ら
予
想
以
上
に
お
金
が
で
た
（
最
近

保
険
金
出
し
忘
れ
に
対
す
る
世
間
の
批

判
に
び
び
っ
て
か
？
）
。

最
近
患
者
を
増
や
す
講
習
会
が
多
い

が
私
は
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
（
そ

れ
が
ど
う
し
た
。
）
。

酸
欠
起
こ
し
た
み
た
い
に
パ
ク
パ
ク

し
ゃ
べ
っ
て
や
か
ま
し
い
て
か
な
ん
。

ど
こ
で
止
め
る
か
落
し
所
に
困
る
や

な
い
か
。

ま
た
来
年
も
同
窓
生
と
お
会
い
し
た

い
も
の
だ
。

（
新
年
会
司
会
担
当

広
報
青
木
修
二
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昨
年
よ
り
の
山
本
会
長
執
行
部
第
３

期
で
は
、
【
入
会
者
対
策
委
員
会
］
が

設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
委
員
は
、
安
東
（
粥

期
）
・
岡
田
（
調
期
）
そ
し
て
私
訂

期
）
で
す
が
、
今
後
の
会
員
動
向
を
予

想
す
れ
ば
女
性
委
員
の
参
加
も
是
非
お

願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

入
会
へ
の
勧
め
と
い
う
よ
り
は
、
よ

り
入
会
し
た
く
な
る
よ
う
な
組
織
作
り

へ
の
提
言
。
ま
た
、
会
員
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
組

織
作
り
へ
の
提
言
。
山
本
会
長
が
目
指

さ
れ
て
い
る
大
阪
府
同
窓
会
運
営
の
一

助
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

（
大
別
期
谷
泰
雄
）

現
在
稼
働
中
の
委
員
会
の
先
生
方
に
、

近
況
を
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様

方
も
各
種
企
画
に
御
参
加
、
御
協
力
の

程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

［
入
会
者
対
策
委
員
会
】

鬘
鑿

臺
篝
鑿

会
鑿

鑿
‘＝、
、－
濤砦
、．

山
本
会
長
よ
り
（
同
窓
会
入
会
者
対

策
］
を
新
執
行
部
の
最
重
点
事
項
と
さ

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
の
怠

慢
に
よ
り
遅
々
と
し
て
進
ん
で
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
ま
た
ま
昨
年
の
新
年

会
で
安
東
先
生
（
大
沁
期
）
よ
り
「
若

手
の
勤
務
医
を
誘
っ
て
軽
く
飲
み
会
を

し
よ
う
Ｉ
・
」
と
ご
提
案
を
し
て
い
た
だ

き
、
卒
後
数
年
内
の
卒
業
生
に
連
絡
を

取
り
、
平
成
十
九
年
二
月
十
七
日
（
土
）

に
上
六
の
ハ
イ
ハ
イ
タ
ウ
ン
で
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
竹
森
先
生
（
大
鍋
期
）

の
歯
科
医
院
で
勤
務
の
中
井
先
生
（
大

記
期
）
が
縦
横
の
繋
が
り
を
最
大
限
に

発
揮
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
当
日
三
十

人
余
り
の
出
席
者
が
あ
り
予
想
を
大
き

く
こ
え
る
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
若
い
先
生
方
と
話
を
し
て

い
て
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、
そ
こ
は
や

は
り
九
歯
大
で
す
の
で
将
来
は
自
分
で

開
業
を
志
す
一
代
目
の
先
生
が
多
い
で

す
が
、
阪
大
で
研
究
に
没
頭
す
る
も
の

も
あ
り
で
若
い
先
生
の
悩
み
、
希
望
な

ど
を
身
近
に
聞
く
こ
と
が
で
き
て
我
々

に
も
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

目
下
の
課
題
で
あ
る
「
大
阪
府
同
窓

会
へ
の
勧
誘
」
の
件
は
、
若
い
先
生
に

は
特
に
話
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
飲

み
会
一
の
お
か
げ
で
し
ょ
う
か
？
五
月

の
総
会
、
十
一
月
の
近
畿
大
学
濱
田
敦

谷
泰
雄

委
員
西
本
達
哉
・
中
林
弘
行

大
形
篤
広
・
松
島
賢
一

谷
泰
雄

昨
年
五
月
の
定
時
総
会
に
て
改
正
案

が
承
認
さ
れ
、
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

紙
面
の
関
係
上
、
会
則
の
記
載
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
永
年
の
懸
念
で
し
た
会
員
区

分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
部
会
則
に
沿

う
も
の
に
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

会
費
に
つ
き
ま
し
て
も
入
会
し
や
す
い

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員

数
が
飛
躍
的
に
増
え
、
益
々
活
気
あ
る

大
阪
府
同
窓
会
と
な
っ
て
く
れ
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

本
委
員
会
は
、
山
本
克
彦
会
長
執
行

部
の
第
１
期
（
平
成
十
五
年
か
ら
）
に

授
就
任
パ
ー
テ
ィ
ー
、
そ
し
て
今
年
の

新
年
会
の
若
い
先
生
方
の
参
加
が
自
然

に
生
ま
れ
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
大
胡
期
岡
田
克
也
）

【
会
則
検
討
委
員
会
］

設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
当
面

の
任
務
は
終
え
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
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【
第
兜
回

近
北
総
会
準
備
委
員
会
に
つ
い
三

下
出
一
夫

委
員
長
の
長
崎
三
男
先
生
を
中
心
に
、

昨
年
９
月
８
日
以
来
、
幾
度
と
な
く
委

員
会
を
開
催
し
、
総
会
並
び
に
学
術
講

演
会
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

岡
谷
先
生
に
は
会
場
（
大
阪
マ
ル
ピ

ル
大
阪
第
一
ホ
テ
ル
）
の
設
定
を
、

西
本
先
生
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

始
め
総
括
的
な
事
を
、
谷
先
生
に
は
総

会
の
諸
準
備
を
、
加
藤
先
生
に
は
講
演

会
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
・
青
木
先
生

に
は
宴
会
、
二
次
会
の
進
行
担
当
を
、

と
い
う
よ
う
な
役
割
分
担
で
、
大
形
先

生
、
東
先
生
そ
の
他
の
委
員
全
員
で
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

弘
岡
先
生
の
ペ
リ
オ
の
講
演
会
「
科

学
に
基
づ
い
た
歯
周
治
療
」
は
、
同
窓

と
し
て
の
内
輪
話
も
期
待
で
き
る
と
の
、

加
藤
先
生
よ
り
の
情
報
も
ご
ざ
い
ま
す
。

講
演
会
は
、
同
窓
会
本
部
主
催
と
い

う
こ
と
で
、
松
延
会
長
、
豊
永
専
務
理

事
そ
の
他
の
役
員
の
先
生
方
も
ご
臨
席

さ
れ
、
総
会
の
後
で
本
部
役
員
の
先
生

方
と
の
懇
談
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

宴
会
、
二
次
会
で
は
、
楽
し
い
企
画

を
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
奮
っ
て
御
参
集
下
さ
い
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

九
歯
大
大
阪
広
報
第
三
号
、
第
四
号

に
も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
一
度
、
趣
旨
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

二
般
会
員
に
、
疾
病
、
不
慮
の
事

故
等
に
て
入
院
加
療
の
必
要
が
発
生
し

た
場
合
で
、
診
療
不
能
と
な
っ
た
と
き
、

そ
の
会
員
、
家
族
の
希
望
に
よ
り
、
大

阪
府
同
窓
会
会
員
相
互
に
互
助
す
る
精

神
に
則
り
、
患
者
や
地
域
歯
科
医
療
へ

の
影
響
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
必
要
期
間

常
勤
で
き
る
代
診
の
先
生
を
探
す
機
能

も
果
た
す
。
」

二
○
○
｜
年
に
会
員
互
助
機
構
の
主

旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
先
生
を
募

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
四
十
一
名
も
の
多

く
の
先
生
方
よ
り
協
力
頂
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
同
窓
の
あ
り
が
た
さ
を
痛

感
し
た
し
だ
い
で
す
。

担
当
者
は
、
岡
谷
親
男
、
谷
泰
雄
、

加
藤
聡
、
東
昭
平
の
四
名
で
す
。

質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
担
当
者
ま

で
ご
一
報
下
さ
い
。

（
大
刀
期
岡
谷
親
男
）

【
会
員
互
助
機
構
に
つ
い
二

岡
谷
親
男

=･－＝－－ニーーーニーご￣

会
長
山
本
克
彦
（
大
型

副
会
長
村
尾
平
三
郎
（
大
型

岡
谷
親
男
（
大
師
）

専
務
理
事
長
崎
三
男
（
大
西
）

常
務
理
事
西
本
達
哉
（
大
翌

谷
泰
雄
（
大
瓠
）

大
形
篤
広
（
大
理

モ
ニ
タ
ー
青
木
修
一
（
大
空

理
事
松
本
元
秀
（
大
型
）

上
崎
秀
美
（
大
空

字
野
一
雄
（
大
空

長
崎
林
太
郎
（
大
羽
）

下
州
一
夫
（
大
羽
）

黒
澤
治
彦
（
大
型

加
藤

聡
（
大
翌

山
下
美
枝
（
大
鍋
）

達
藤
佳
代
（
大
兜
）

中
林
弘
行
（
大
竺

安
東
基
良
（
大
題

東
昭
平
（
大
詔
）

岡
田
克
也
（
大
翌

山
上
啓
介
（
大
蛇
）

幹
事
戸
倉
良
樹
（
大
四
）

阪
上
安
輝
（
大
皿
）

相
談
役
崎
田
道
臣
（
県
３
）

堀
之
内
藤
彦
（
県
５
）

役
舅
紹
介

ｒ
‐
－
‐
－
‐
ｌ
’
－
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Ｉ
０
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０
１
０
Ｉ
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ｉ
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ｉ
ｊ

夕

／､
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山青上下中加宇岡安谷山松長束黒西遠大長弓
小鳥丸松古

野羽山本庄

下木崎出林藤野田東 上本崎 澤本藤形崎 善英輝泰

一
夫

秀
美

修
一

美
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太
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新
入
会
の
先
生
方
に
原
稿
の
依
頼
を

お
願
い
し
ま
し
た
所
、
４
名
の
方
か
ら

心
よ
く
返
信
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
す

ま
す
の
同
窓
会
発
展
の
た
め
、
若
い
先

生
方
に
ど
し
ど
し
会
へ
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
新
風
を
送
り
込
ん
で
も
ら
い
た

い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、
勤
務
会
員
と
し
て
手
続
き

し
た
覚
え
は
あ
る
も
の
の
、
い
つ
の
間

に
か
う
や
む
や
な
状
態
と
な
り
、
自
分

で
も
身
分
の
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
今

日
に
至
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
度
き

ち
ん
と
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
同
時

に
、
理
事
と
い
う
大
役
ま
で
拝
命
し
、

Ｉ｡､▲●□千％､

}今！

新
入
会
員
特
集
〃

雑

大
学
銅
期
遠
藤
佳
代

記

､仏貢
ｐけG●

恐
縮
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
た
め

て
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
機
会
を
頂
戴
し
ま
し
た

の
で
、
卒
後
二
十
数
年
を
振
り
返
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
で
は
懐
か
し
い
共
通
一
次
元
年
だ

っ
た
詔
期
。
女
子
学
生
が
急
に
増
え
た

と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
百
二
十
名
中
二

十
数
名
で
し
た
。
今
は
、
大
学
に
よ
っ

た
ら
女
子
の
ほ
う
が
多
い
所
も
あ
る
と

か
。
卒
後
間
も
な
い
頃
は
、
ま
だ
患
者

さ
ん
の
中
に
は
、
「
オ
ン
ナ
に
任
せ
て

大
丈
夫
か
？
」
の
気
配
を
漂
わ
せ
て
い

る
方
も
い
た
事
を
思
い
出
し
、
改
め
て

時
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

約
十
年
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
仕
事
を
し

ま
し
た
が
、
出
産
、
育
児
に
夫
の
開
業

（
医
科
）
等
で
、
全
く
の
ブ
ラ
ン
ク
が

約
三
年
、
そ
の
後
訪
問
診
療
に
少
し
携

わ
っ
た
後
は
、
豹
期
の
上
崎
先
生
の
所

で
、
週
に
一
度
だ
け
の
ア
ル
バ
イ
タ
ー

と
し
て
働
か
せ
て
頂
い
て
い
る
と
い
う
、

歯
科
医
と
称
す
る
に
は
お
こ
が
ま
し
い

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
他
の
日
は
、
夫

の
診
療
所
で
レ
セ
プ
ト
、
事
務
、
そ
の

他
雑
用
を
し
つ
つ
家
事
、
育
児
に
精
を

出
す
（
？
）
毎
日
で
す
。

女
性
が
増
え
る
に
つ
れ
、
置
か
れ
て

い
る
状
況
に
よ
り
、
仕
事
の
仕
方
は
さ

ま
ざ
ま
か
と
思
い
ま
す
。
同
期
で
も
、

開
業
し
て
バ
リ
バ
リ
の
人
か
ら
、
専
業

主
婦
と
し
て
暮
ら
す
人
ま
で
十
人
十
色

で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
状

況
に
よ
っ
て
も
ま
た
変
わ
り
、
そ
の
都

度
考
え
、
選
ん
で
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
で
大
変
な
面
も
多
い
事
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
も
子
供
か
ら
手
が
離
れ
つ

つ
あ
る
こ
の
頃
、
今
後
の
生
き
方
を
ど

う
し
て
い
く
べ
き
か
考
え
て
し
ま
う
昨

今
で
す
。
同
窓
会
を
通
じ
て
諸
先
輩
方

の
お
話
を
伺
え
た
り
、
若
い
先
生
方
と

話
す
機
会
が
増
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
の

で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
回
、
私
の
よ
う
な
新
入
会
員
に
原

稿
を
書
く
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、

大
学
印
期
渡
瀬
麻
衣
子

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
卒
後
し
ば
ら
く
北
九
州
に
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
｜
年
ほ
ど
前
に
、
実

家
で
あ
る
高
槻
へ
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

現
在
、
鋼
期
岡
田
先
生
の
ご
紹
介
に

よ
り
、
高
槻
市
の
近
森
歯
科
西
武
診
療

所
に
て
、
勤
務
を
し
て
お
り
ま
す
。

大
阪
に
帰
っ
て
き
て
、
北
九
州
の
小

倉
と
い
う
土
地
で
、
歯
科
大
生
と
し
て

学
生
生
活
を
過
ご
さ
れ
た
先
生
方
が
身

近
に
い
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
に
、

以
前
に
ま
し
て
、
非
常
に
心
強
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

何
度
か
、
飲
み
会
や
講
習
会
、
祝
賀

会
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
い
つ
も
と
て
も
楽
し
く
、

通
っ
た
時
期
は
違
え
ど
、
な
つ
か
し
い

お
話
を
た
く
さ
ん
伺
う
こ
と
が
で
き
、

不
思
議
な
安
心
感
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、
こ
う
い
っ
た
会
に
ど

ん
ど
ん
参
加
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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早
い
も
の
で
歯
科
医
に
な
っ
て
か
ら

四
回
目
の
春
が
来
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
第
一
補

綴
教
室
の
矢
谷
教
授
の
元
で
、
大
学
院

の
最
終
学
年
と
し
て
日
々
過
ご
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
結
構
自
分
の
ペ
ー
ス
で

診
療
や
研
究
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
｜
年
目
の
時
は
全
て
が

後
ろ
か
ら
押
さ
れ
て
い
る
感
じ
で
、
い

つ
も
大
学
を
辞
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
い
つ
も
頼
り
に
な

っ
た
の
は
、
九
歯
の
同
級
生
で
し
た
。

だ
い
た
い
同
じ
様
な
悩
み
を
互
い
に
話

し
て
、
ま
た
明
日
一
日
頑
張
る
。
そ
ん

な
毎
日
で
し
た
。
学
生
時
代
に
同
じ
時

間
を
過
ご
し
た
友
人
は
す
ご
く
頼
り
に

な
り
ま
し
た
し
、
今
も
お
互
い
悩
み
を

相
談
す
る
仲
で
す
。
九
歯
に
は
歯
に
関

す
る
知
識
よ
り
、
も
っ
と
得
難
い
友
人

を
何
人
も
与
え
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い

ま
す
。

大
学
岡
期
内
田
昌
範

園弱

平
成
十
八
年
卒
業
（
大
型
期
）
の
辻

と
申
し
ま
す
。

今
回
、
大
阪
府
同
窓
会
の
「
会
員
だ

よ
り
」
に
、
新
入
会
会
員
の
特
集
を
企

画
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
お
聞
き
し
、

非
常
に
光
栄
な
こ
と
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。特
集
と
い
う
か
ら
に
は
新
入
会
会
員

の
掲
載
は
、
｜
人
で
も
多
い
ほ
う
が
よ

い
と
考
え
ペ
ン
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

大
学
在
学
時
代
は
、
硬
式
野
球
部
に

所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
応
援

団
長
、
体
育
会
長
を
歴
任
さ
せ
て
い
た

だ
く
な
ど
学
業
以
外
の
活
躍
が
目
立
つ

今
年
一
年
は
、
学
位
を
取
る
の
を
最

大
の
目
的
と
し
て
、
卒
業
後
の
進
路
も

決
め
て
い
か
な
い
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
別
期
辻
卓
朗

た
六
年
間
で
し
た
。

卒
後
は
、
大
阪
大
学
第
一
口
腔
外
科

で
の
二
年
間
の
研
修
を
経
て
、
現
在
は

平
野
区
の
竹
森
歯
科
医
院
で
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
が
多
々
ご
ざ
い

ま
す
が
、
大
阪
府
同
窓
会
を
よ
り
一
層

個
性
的
で
、
魅
力
あ
る
集
団
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。大阪府同窓言のＨＰ

平成18年の大阪府同窓会創設70周年記念事

業のひとつとして、ホームページを作りまし

た。同窓会の行事の写真をできるだけ多く掲

載して、当日来て頂いた方には再度楽しんで

頂き、また来れなかった方にも同窓会の楽し

い雰囲気を伝えるようにしています。（下出

先生、中林先生、いつも写真ご提供ありがと

うございます｡）行事の案内や出欠もホーム

ページ上で行なっていますが、他にもこんな

事を掲載したら……と思われる方は、ぜひア

イデアをお願いします。

￣

、Ｉ

行事予定

'７月12日(土）午後３時場所：大阪第一ホテル，
’近畿・北陸地区連合会総会

|学術講演会｢科学に基づいた歯周治療」
講師：弘岡秀明先生（大学26期）

（午後２時30分大阪府同窓会総会）’

ＨＰ

http:"kdc-osaka､hp､infbseek・cojp/index・ｈｔｍｌ

会員専用ページＩＤｉｋｄｃｏｓａｋａｄ

ＰａｓｓｓｌＯｓ

,７月26日（土）午後５時場所：リアライブ４階｜
，若手対象保険研修会

講師：谷泰雄先生（大学31期）
、 ノＰ

(大学28期西本達哉）
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「
暫
く
振
り
の
発
行
で
、
広
報
紙

の
存
在
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
く
」

こ
と
の
繰
り
返
し
で
申
し
訳
な
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
旧

称
『
支
部
だ
よ
り
」
か
ら
『
な
に
歯

だ
よ
り
』
（
な
に
わ
だ
よ
り
と
呼
ん

で
下
さ
い
。
）
と
名
称
を
変
え
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
気
に
入
っ
て

も
ら
え
る
で
し
ょ
う
か
？

○
各
種
行
事
予
定
や
そ
の
出
席
の
返

事
、
又
行
事
の
報
告
等
は
逐
一
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
御
利
用
い
た
だ
き
、
広

報
紙
は
で
き
る
だ
け
工
夫
し
た
企
画

記
事
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
御
希
望
、
御
助
言
等
編
集

委
員
ま
で
お
寄
せ
下
さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
編
集
委
員
》

下
出
一
夫
上
崎
一
秀
美

青
木
修
一
山
下
美
枝

塁

今
回
支
部
だ
よ
り
第
五
号
が
無
事
発

行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ご
多
忙
な

中
、
多
く
の
先
生
に
御
協
力
頂
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
読
ん
で
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
に
「
又
支
部
会
に
出
て

み
よ
う
か
な
。
｜
な
ん
て
思
っ
て
頂
け

た
ら
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
私
も
昨
年

久
衛
出
席
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、

同
期
の
先
生
や
懐
か
し
い
先
生
方
に
も

お
会
い
で
き
ま
し
た
。
何
か
し
ら
柔
ら

か
く
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
、
初
対
面

の
先
生
に
も
親
近
感
を
覚
え
、
自
分
で

も
す
ご
く
不
思
議
で
し
た
。
同
窓
会
っ

て
い
い
も
の
だ
な
ぁ
と
初
め
て
（
ス
ミ

マ
セ
ン
）
思
い
ま
し
た
。
会
長
の
山
本

先
生
の
お
話
も
と
て
も
楽
し
く
又
面
白

く
、
先
生
の
お
人
柄
が
彦
み
出
て
い
ま

す
。
｜
人
一
人
に
声
を
か
け
て
下
さ
る

お
心
遣
い
も
有
難
い
で
す
。
私
が
行
き

詰
っ
た
時
い
つ
も
相
談
に
の
っ
て
下
さ

る
の
も
同
窓
会
の
先
生
で
す
。
ご
困
っ

た
時
だ
け
電
話
す
る
ミ
と
い
う
最
低
な

事
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
い
つ
も
よ

緯
集
後
露

く
話
を
聞
い
て
く
れ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
励
ま
さ
れ
、
元
気
を
と
り
戻
し
て

い
ま
す
。
た
だ
同
じ
関
西
出
身
と
い
う

だ
け
で
、
学
生
時
代
か
ら
今
も
尚
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

飾
る
必
要
も
な
く
そ
の
ま
ま
の
自
分

を
包
ん
で
く
れ
る
、
本
音
で
話
が
で
き

る
、
悩
み
を
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
る
、

緩
ま
せ
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
同
窓
会
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。

（
広
報
山
下
美
枝
）

露


